
北海道大学 総長 宝金清博

UHB大学入学式

社会と大学
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令和4年４月12日
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本日の講演

１）入学する皆様へのメッセージ

２）社会と大学の関係を考える

３）失われた30年

４）大学改革

５）地域に生きる大学

６）世界の課題解決（SDGs)に貢献する大学

７）Take Home Message



孔子

紀元前552年～紀元前479年

生涯 74才
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総長コラム
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少年老いやすく学なりがたし

少年に学ばざれば老後に知らず

学問の道は、果てしなく、人の一生の長さではたどり着けない

若い時から勉強しなければ、もう間に合わない

これは、人間50年の時代の話

人生80年、90年、100年の長さの現代では、少し考え方を変える必要がある
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６）世界の課題解決（SDGs)に貢献する大学

７）Take Home Message



視覚

嗅覚

聴覚 味覚

触覚・知覚

感情

視床

視床に外部刺激が入力している状態

速波

常に、周囲に注意を払って、ビクビクしていなければ生きていけない
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視床

外部刺激の遮断

前頭葉（新皮質系）の劇的な発達

外部刺激

外部刺激

外部刺激

知性の出現

ビクビクしている状態
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学術・アカデミア・大学の成立

10



知の拠点である大学は、人間社会にとって根源的な組織

良い社会・国・地域 良い大学・学術

大学と社会は連動している
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本日の講演
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失われた30年
1990年～2020年 （平成の30年）

経済の低迷

GDP

平均賃金
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欧米&中国

組織間を超えた連携・研究体制

オープンイノベーション

規制緩和

ダイバーシティ＆インクルージョン

日本 昭和の成功体験

組織への帰属による連携

ダイバーシティ＆インクルージョンの遅れ

大学改革

大学独法化

失われた30年の理由（私見）

ガラパゴス化

強力な国家政策
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本日の講演

１）入学する皆様へのメッセージ

２）社会と大学の関係を考える
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2022年度～2027年度の６年間の計画
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不動産資産

運用

コンサルティン

グ会社設立

ベンチャーキャ

ピタル設立
大学債発行

起業エコシス

テム

大学独法化

自律する大学

経営概念の席巻 経営的自由度の拡張

運営費交付金の低迷 自己財源の確保
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学部学生 11,313 
149 

学部学生

大学院学生 3,790 
179

2,425 
185 

修士コース
専門職
博士コース
研究生

11,462 

6,579 

18,106 

研究所 研究生 65 

18Number of Staff and Students

留学生 2,094

学部学生
11500人

大学院
6500人

教育

研究

研究大学へ
大学院＝研究力の基盤
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社会的弱者への寄り添い

小さな地域のへの貢献 世界の課題解決へ

エンゲージメント経営

ステークホルダー懇話会（仮称）
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レカレント教育
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地域共創の場（本格型）

「こころとカラダのライフデザイン共創拠点」
Vision
「他者（ひと）とともに、自分らしく幸せに生きる社会」の実現
～こころとカラダの理解を通して、生きるための選択肢を増やす～

北海道大学代表機関

岩見沢市幹事自治体

幹事機関 国立成育医療研究センター

北海道

（株）日立製作所

PL   吉野正則
PL補佐 黄瀬信之

副PL 玉腰暁子、荒田尚子

少子化に挑む！

21



ワイン・フード カルチャーに挑む
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水産業と共創する
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モノ消費・無駄な消費への嫌悪

必要なものを必要なだけ・シェアリング エコノミー

環境破壊の「共犯者」になりたくない

ミレニアル世代・Z世代・グレタ世代・SDGs Native世代

•ミレニアル世代：1981年～1995年生まれ
•Y世代：1981年～1995年生まれ（ミレニアルと同じ）
•Z世代：1996年代～2012年生まれ（ミレニアルより後の世代）

社会を支える人材

コロナ禍
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良質な教育は優れた次世代を作る

優れた次世代は、優れた世界を作る
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世界の課題
地球温暖化

コロナ禍
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SMART Green Recovery University

グリーンリカバリー・モデル大学事業 (大学債券）

HU・MAN Green Project

SDGs-ESG
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コモンズの悲劇

Tragedy of the Commons

共有地は荒れる

小さな地域社会では一定のルールができて、持続的循環が守られる

実際に会えない人とは、信頼感は生まれないと考えられていた

しかし、時空を超えて、トラストができる

ローカル・コミュニティでしか存立しないトラストが時空を超えて生まれる

新しい信頼感に基づいた社会創成

一人勝ちはない 全員負け or 全員勝利

Society 5.0
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本日の講演
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令和４年度 入学式

３つの危機

1) 新型コロナ感染症

2) ウクライナの戦火

3) 地球温暖化による環境破壊

全て、人間・社会が起こした危機

北大ホームページより
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少年老いやすく学なりがたし

少年に学ばざれば老後に知らず

学問の道は、果てしなく、人の一生の長さではたどり着けない

若い時から勉強しなければ、もう間に合わない

これは、人間50年の時代の話

人生80年、90年、100年の長さの現代では、少し考え方を変える必要がある

さらに、教育で次の人材につなげば、困難な学も芸術も大成して、世界を変える




